
2023年（令和５年）11月１日　　（2）第265号 あ か し 市 議 会 だ よ り

発　言　者　一　覧
―発言順―　（　）は会派名

国　出　拓　志（公明党）
①令和４年度明石市一般会計決算　②バッテリー
の回収　③住民税非課税世帯へのエアコン購入費
用の給付・貸与　④農業施策
黒　田　智　子（市民の会）
①重層的支援体制整備事業　②不登校と行きしぶ
りの児童生徒と保護者の支援　③水泳授業の民間
委託
寺　井　吉　広（明石かがやきネット）
①副市長人事　②海岸・沿岸の保全と利活用
正　木　克　幸（明石維新の会・代表質問）
①令和４年度明石市決算　②明石市の危機管理体制
千　住　啓　介（自由民主党明石・代表質問）
①令和４年度決算　②福島県への非科学的ないわ
れなき風評被害の撲滅　③明石市西部地区のまち
づくり　④明石市消防署中崎分署の移転
長　尾　博　子（公明党）
①自転車用ヘルメット購入費補助事業　②フレイ
ル予防のさらなる取組で健康長寿のまちづくりを
山　下　　　祥（市民の会）
①魅力ある「海のまち」づくり　②魅力ある「スポ
ーツのまち」づくり　③魅力ある「子どものまち」
づくり　④魅力ある「本のまち」づくり
宮　坂　祐　太（明石かがやきネット）
①財政健全化推進計画の各種数値目標を踏まえ、令
和４年度決算から見えてくる本市の現況
上　田　雅　彦（明石維新の会）
①明石市新ごみ処理施設整備　②「コミュニティバ
ス」市内東部エリアへの延伸　③あかし保健所所管
の問題　④今後の本市の観光
石　井　宏　法（自由民主党明石）
①明石市の交通政策　②公職選挙法違反　③タウ
ンミーティング
飯　田　伸　子（公明党）
①民間資源を活用した市民への支援体制整備
②小児医療提供体制の充実　③小学校給食の無償化
中　川　夏　望（市民の会）
①令和４年度決算  ②市民の財産と市職員を守る
ための監査の実効性確保に向けて　③子育て支援
のさらなる発展のために
林　　　丸　美（明石かがやきネット）
①こどもの居場所、遊び場　②高齢者等の移動支援
髙　尾　秀　彰（明石維新の会）
①新庁舎　②不妊治療
辰　巳　浩　司（自由民主党明石）
①明石駅周辺の民間開発への参画　②学校の水泳
授業の民間委託
河　村　和歌子（公明党）
①あかしソジトモスターカンパニー制度　②９価
ＨＰＶ（子宮頸がん予防）ワクチンの導入
山　中　裕　司（市民の会）
①高齢者の熱中症対策　②持続可能な里海づくり
竹　内　きよ子（明石かがやきネット）
①本市の小学校の抱える課題とその対応　②公立中
学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行
③安全で安心して暮らせるやさしいまちづくり
中　村　茂　雄（明石維新の会）
①市政運営及び人事行政　②あかし動物センター
③大久保駅周辺市有地
榎　本　和　夫（自由民主党明石）
①高丘小中一貫教育校  ②旧明石市立図書館
金　尾　良　信（市民の会）
①明石商業高校福祉科開設　②住みなれた地域で
安心して暮らせる障害者支援及び福祉現場の人材
確保の観点からも定年退職後の高齢者が福祉現場
で働けるような仕組み作り　③自転車のヘルメッ
ト着用普及拡大
出　雲　有希子（自由民主党明石）
①明石市の産後ケア事業　②歳入歳出決算書　
③事業所税
井　藤　圭　順（自由民主党明石）
①ＤＸ推進事業　②明石市土地開発公社の解散後
の取組
三　好　　　宏（自由民主党明石）
①明石市公設地方卸売市場のこれからの在り方
②山陽電鉄藤江駅周辺バリアフリー整備　③西明
石地区活性化に向けた取組
辻　本　達　也（日本共産党）
①小学校給食の無償化　②幼稚園・保育所の消防用
設備等の不備　③生活福祉課の紛失金 203 万
7,115 円　④職員の健康管理と健康面に配慮した
人材登用
中　西　礼　皇（対話の会あかし）
①生産緑地制度の導入　②明石港東外港地区再開
発の兵庫県との協議　③中崎分署の移転
家根谷　敦　子（スマイル会）
①高齢者の見守り施策の推進

問�　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
他

自
治
体
を
上
回
っ
て
い
る

が
、改
善
の
取
り
組
み
は
。

答�　
経
常
収
支
比
率
は
、
数

値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
が

硬
直
化
し
、
施
策
の
自
由

度
が
小
さ
く
な
る
。近
年
、

問�　
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
の
進
ち

ょ
く
状
況
や
、
今
後
の
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
現
在
、
明
石
市
行
政
Ｄ

Ｘ
推
進
方
針
に
沿
っ
て
、

市
民
視
点
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
よ
る
行
政
運

営
の
効
率
化
、
デ
ジ
タ
ル

化
基
盤
の
確
立
の
３
つ
の

観
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
具
体
的
に
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
申
請
で

き
る
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
紙
の
公
文
書

の
電
子
化
に
よ
り
事
務
の

効
率
化
を
進
め
る
ほ
か
、

問�　
明
石
市
消
防
署
中
崎
分

署
の
移
転
に
つ
い
て
、
進

ち
ょ
く
状
況
を
聞
く
。

答�　
築
50
年
を
経
過
し
た
中

崎
分
署
は
、
老
朽
化
や
耐

震
性
の
問
題
か
ら
、
市
役

所
新
庁
舎
整
備
に
合
わ
せ

中
崎
遊
園
地
へ
の
移
転
を

予
定
し
て
い
る
。
今
年
９

月
４
日
か
ら
土
質
調
査
の

た
め
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を

行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、

市
民
団
体
か
ら
計
画
変
更

を
求
め
る
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
た
め
見
合
わ
せ
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
再
確

認
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
民

へ
説
明
や
意
見
聴
取
を
行

っ
て
き
た
こ
と
、
移
転
先

は
歴
史
的
価
値
の
高
い
と

さ
れ
る
場
所
か
ら
外
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
可

能
な
樹
木
は
移
植
す
る
こ

と
を
決
定
し
、
工
事
の
再

開
を
指
示
し
た
。

　

 　
今
後
、
こ
う
し
た
市
の

考
え
を
市
民
に
説
明
す
る

機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、

計
画
ど
お
り
令
和
７
年
度

か
ら
建
築
工
事
を
行
い
、

９
年
度
に
新
中
崎
分
署
の

業
務
開
始
を
目
指
し
た
い
。

本
市
の
経
常
収
支
比
率
は
、

福
祉
制
度
充
実
に
伴
い
扶

助
費
等
の
義
務
的
経
費
が

増
加
し
94
％
前
後
で
あ
る
。

今
後
さ
ら
に
扶
助
費
の
増

加
や
新
庁
舎
建
て
替
え
等

の
公
共
施
設
整
備
に
市
債

を
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
公
債
費
が
増
加
し
、

経
常
収
支
比
率
の
悪
化
が

見
込
ま
れ
る
。
今
後
も
、

こ
ど
も
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
よ
る
ま
ち
の
好

循
環
を
図
り
、
人
口
増
等

に
伴
う
市
税
や
地
方
交
付

税
の
増
収
を
継
続
さ
せ
る

と
と
も
に
、
施
設
整
備
は

地
方
交
付
税
措
置
率
の
高

い
市
債
を
活
用
し
、
公
債

費
の
償
還
に
充
て
る
こ
と

で
経
常
収
支
比
率
の
維
持

改
善
に
努
め
て
い
く
。

財
政
健
全
化
を
推
進

　 

事
務
経
費
の
削
減

　
　
取
り
組
み
の
効
果
は

民
間
主
導
の

　
明
石
駅
周
辺
開
発

 

市
の
参
画
は

消防署中崎分署の移転

市役所新庁舎整備に合わせ

令和９年度の完成目指す

市のＤＸ推進事業
市民視点の行政サービス

行政運営を効率化

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
出
た
意
見

 

明
石
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か
す

問�　
令
和
５
年
度
で
終
了
す

る
明
石
市
財
政
健
全
化
推

進
計
画
で
は
、
事
務
経
費

の
削
減
目
標
を
10
年
間
で

13
億
円
と
し
て
い
た
が
、

４
年
度
決
算
に
お
け
る
現

状
を
問
う
。

答�　
本
市
で
は
、
卸
売
市
場

や
あ
か
し
斎
場
旅
立
ち
の

丘
な
ど
の
施
設
で
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
た
ほ

か
、
水
道
と
下
水
道
の
包

問�　
ア
ス
ピ
ア
明
石
西
側
の

山
陽
電
鉄
所
有
地
お
よ
び

ら
ぽ
す
ビ
ル
の
現
状
と
開

発
へ
の
参
画
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
山
陽
電
鉄
所
有
地
に
つ

い
て
は
、
同
社
よ
り
、
今

後
の
開
発
を
検
討
す
る
に

あ
た
り
、
市
が
か
つ
て
整

備
し
た
当
該
土
地
西
側
の

ラ
ポ
ー
ル
明
石
２
階
部
分

へ
の
公
共
通
路
を
延
伸
す

る
意
向
が
あ
る
の
か
と
確

認
が
あ
り
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
と
回
答
し
た
。

　

 　
ま
た
、
ら
ぽ
す
ビ
ル
に

つ
い
て
は
、
市
が
５
階
部

分
を
区
分
所
有
し
て
い
る

が
、
耐
震
性
能
の
問
題
に

よ
り
市
民
ホ
ー
ル
の
使
用

を
中
止
し
て
い
る
。
当
ビ

ル
の
大
部
分
を
所
有
し
て

い
る
株
式
会
社
明
石
商
工

会
館
な
ど
は
取
り
壊
す
方

向
で
進
め
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、市
と
し
て
は
、

保
有
す
る
権
利
を
最
大
限

活
用
し
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
。

質疑質疑・・一般質問一般質問
　
９
月
12
日
、
13
日
、
14
日

の
本
会
議
で
は
、
27
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
令
和
４
年
度

明
石
市
一
般
会
計
決
算
や
教

育
環
境
の
充
実
等
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
発
言
者
と
質
問
項
目
の
一

覧
は
下
段
に
、
主
な
内
容
は

２
面
か
ら
５
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
本
会
議
の
録
画
映

像
を
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

築50年が経過した中崎分署

括
管
理
や
給
食
調
理
等
の

業
務
委
託
を
拡
大
し
た
。

さ
ら
に
、
公
共
施
設
の
点

検
管
理
を
一
括
委
託
す
る

市
有
施
設
の
包
括
管
理
業

務
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

１
７
０
施
設
へ
拡
大
す
る

な
ど
、
年
間
５
千
万
円
を

削
減
し
て
い
る
。
ま
た
、

光
熱
費
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順

次
推
進
し
、
年
間
２
億
円

超
の
削
減
を
見
込
ん
で
お

り
、
電
力
・
ガ
ス
は
平
成

29
年
度
か
ら
一
括
入
札
を

行
い
総
額
８
億
円
の
削
減
、

さ
ら
に
全
庁
挙
げ
て
の
節

電
に
よ
り
電
気
料
金
８
千

万
円
を
削
減
し
て
い
る
。

問�　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
お
い
て
、
市
長
の
考
え

と
違
う
意
見
や
市
民
同
士

で
異
な
る
意
見
等
が
出
た

場
合
、
ど
う
扱
う
の
か
。

答�　
現
在
実
施
し
て
い
る
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

市
の
施
策
の
方
向
性
に
つ

い
て
合
意
形
成
を
図
る
も

の
で
は
な
く
、
参
加
者
同

士
の
自
由
で
活
発
な
対
話

に
よ
っ
て
多
様
な
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
に
実
施
し

て
い
る
。
参
加
者
の
声
は

関
係
部
局
と
情
報
共
有
し
、

す
ぐ
に
で
き
る
も
の
か
ら

速
や
か
に
対
応
を
行
い
、

市
の
施
策
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。
な
お
、
参
加
者

の
声
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
全
て
公
開
し
、
広
く
情

報
発
信
し
て
い
る
。

　

 　
今
後
も
引
き
続
き
、
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
毎

月
開
催
し
、
多
様
な
市
民

の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
明
石
の
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　
財
政
の
硬
直
化
を
示
す

　
　
　
経
常
収
支
比
率
改
善
へ

 

施
策
の
柔
軟
性
確
保
を
　

国
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
お
け
る

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化・

共
通
化
へ
の
シ
ス
テ
ム
移

行
に
向
け
、
現
行
シ
ス
テ

ム
と
の
比
較
・
分
析
を
行

っ
て
い
る
。

　

 　
今
後
は
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
自
治
会
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

現在は市民ホールの使用を中止


